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多くの声が寄

せられていま

す。声をあげる

ことは大事です 

どんどん寄せて

ください。 

●妻の年金と合わせて何とか日常生活を維持しているが、自家用車の車検や修理、タイヤ交換などの費用、自宅の維
持（水回り、暖房器具の修理や交換）に係る費用等々は貯金の取り崩しで賄っている。今後にかかる費用が不安にな
っている。経済的余裕はなくなっている。福島県 
●年金を納めてきたのに高齢期になって病院も介護サービス料も心配で受けられないでは生きていけません！生活
保護に頼らなくても暮らしていける最低年金を保障してください。千葉 
●一昨年の消費税 10％そして昨年からのコロナ禍。オリンピックどころでなかった 2021 年。生きていくことがしん
どくなる日々。いろいろ節約していますが限界です。長生きすることがつらくなる。高齢者にとっては言いようのな
い寂しさがあります。総理なんとかしてください。愛知 
●現在夫は腎臓病と認知症であるが、家で介護している。月一回ショートステイを利用しているが利用料は夫婦合算
で計算される。おかしいと思います。今回ケアスタッフの賃上げが予定されているようですが、実態は言われている
金額より低く、場合によってはいろんな補助がない場合も出てくるので減額になる。三重 
●死亡するまで保険料、税金を自分自身が納めなければならないので年金をできるだけアップしてほしい。医療費も
病院に行く回数が増えるので医療費の倍化はやめてほしい。介護サービス料をできるだけ安くしてください。香川 
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全国からお寄せください 

岸田さん聞いてよ高齢者の

声。3 月末に岸田首相に届けま

す。 

引き続きたくさん集めよう! 


